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私はなにもの？

出身：静岡県
現職：東北大学災害科学国際研究所 災害文化アーカイブ研究分野 准教授
兼任：東北大学大学院工学研究科都市・建築学専攻 准教授
兼務：熊本大学 客員准教授 

略歴：東海大学工学部建築学科
工学院大学大学院工学研究科建築学専攻 博士（工学）
独立行政法人情報通信研究機構

専門：災害情報学，地震工学，地域防災，建築工学

震災関連：新潟県中越地震，中越沖地震，岩手宮城内陸地震，宮城県北部地震，イラン・バム地
震，熊本地震，北海道胆振東部地震，山形県沖地震，令和元年東日本台風，福島県沖地震な
どの災害調査を実施

受賞等：震災アーカイブで文部科学大臣表彰振興部門を受賞（2015年）
IBM Faculty awardを受賞（2013年）など



私はなにもの？

○アーカイブ関係
・高田松原津波復興祈念公園有識者懇談会（委員）2018年-2021年
・岩手県東日本大震災津波関連行政文書保存検討委員会（委員）2020年
・岩手県東日本大震災津波伝承館運営協議会（副会長）2019年（継続中）
・岩手県大船渡市（仮称）防災学習センター等整備検討官民会議（委員長）2019年
・岩手県大船渡市防災学習ネットワーク運営協議会（会長）2022年（継続中）
・福島県大熊町アーカイブズ施設等整備検討委員会（委員）2020年-2021年

○防災関係
・岩手県自主防災組織活性化検討会議委員2017年（継続中）
・宮城県丸森町令和元年台風第19号災害検証委員会（委員長）2020年
・宮城県丸森町地域防災計画改訂委員会（委員長）2020年
・宮城県丸森町復興推進委員会（副委員長）2020年（継続中）
・宮城県丸森町河川防災ステーション整備・利活用検討委員会（委員）2021年（継続中）
・宮城県丸森町五福谷地区遊砂地ワークショップ（有識者）2021年
・宮城県多賀城市防災会議（有識者）2021年（継続中）

○学校防災
・宮城県学校防災マニュアル見直しガイドライン作成委員会（委員）2021年（継続中）
・宮城県学校防災アドバイザー連絡協議会（委員）2021年（継続中）
・宮城県未来へつなぐ学校と地域の安全フォーラム実行委員会（委員）2021年（継続中）

○まちづくり
・岩手県大船渡市防災観光交流センターアドバイザリーボード（委員）2019年（継続中）
・宮城県多賀城市都市計画審議会委員会（委員）2021年（継続中）



自主防災組織の育成

【宮城県】
○仙台市地域防災リーダー（SBL)の立ち上げ（2010-2011）
○宮城県自主防災組織育成・活性化支援モデル事業（2017-2020）
・宮城県丸森町金山地区自主防災会（2017，2018）支援継続中
・宮城県多賀城市新田地区（2018，2019）
・宮城県丸森町舘矢間地区協議会（2019，2020）支援継続中

〇宮城県防災指導員意見交換会（2023-2024）
〇宮城県学校アドバイザー派遣事業及び地域連携
・宮城県丸森町舘矢間小学校及び自治会（2021-2022）支援継続中
・宮城県富谷市富ヶ丘小学校及び自治会（2023-2024）

【岩手県】
○岩手県自主防災組織活性化モデル事業
・岩手県陸前高田市下矢作地区（2018-2020）

○自主防災組織関連の講演
・自主防災組織リーダー研修会の講師（2019-2024）
・岩手県矢巾町防災士フォローアップ講座（2020-2024）
・岩手県一関市防災フォーラム（2024）

【福島県】
・福島県いわき市自主防災組織研修会（2023-2024）



増え続ける自然災害について



近年の自然災害による死者・行方不明者数

6,482 22,585

図 自然災害による死者・行方不明者数
令和6年版防災白書及び消防庁災害情報から算出

災害名 死者・行
方不明者

平成28年熊本地震 276人

平成30年7月豪雨 271人

平成30年北海道胆振東部
地震

43人

令和元年東日本台風 108人

令和2年7月豪雨 88人

令和3年7月1日からの大
雨（熱海市土砂災害）

29人

令和3年8月の大雨 13人

令和4年台風第14号 5人

令和5年能登半島地震 489人

表 近年の自然災害による死
者・行方不明者数



全世界における自然災害の増加

https://ourworldindata.org/natural-disasters



日本国内における風水害の増加

1時間降水量100mm以上の年間発生回数
（全国1,300地点）

日降水量300mm以上の年間発生回数
（全国1,300地点）

気象庁：https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/extreme/extreme_p.htmlｒ



日本の災害の現状について

〇ハード対策が進み，小・中規模災害がほとんど起こらなくなった．
その他にも

・震度5強程度（建築年代，地盤条件による）では，一部損壊以上の建物の被害が発生しないこと．
・気象予報・予測の精度が上がっていること．などがある．

〇ハード対策の計画規模以上の災害が発生し，大規模災害が発生．

・小・中規模災害が起こっても公助で対応ができてしまうため，住民が自然災害対応に慣れてい
ないこと
・過去の人口増加に伴い，居住地域が拡大したこと．また，若年層の可処分所得の減少や建設費
の高騰，空き家の増大による空地の減少，利便性を優先したことなどで，リスクの高い地域に新
居を構えていることが多いこと．



自主防災組織の必要性について



自主防災組織について

自主防災組織は必要なの？

【数十年前ならば】
・地縁（地域コミュニティ）があったこと
・要配慮者（高齢者等）が少なかったこと



自主防災組織について

【数十年前ならば】
・地縁（地域コミュニティ）があったこと
・要配慮者（高齢者等）が少なかったこと

【現在】
・地縁もなければ，要配慮者が増大している
・公助である公務員も減少．また，公務員も
家族があり，被災もする．



自主防災組織について

従って，自主防災組織が必要！！

と言いたいところだが・・・・・・

自主防災組織を立ち上げても
・役員は高齢化．
・若い世代は，共働きも多く，地域不在なこと
も多い．



自主防災組織について

自主防災組織が成り立たないところも多い

最小限の人員でな
んとかする

前期高齢者（65〜
75歳）の取り込み

組織連携や企業等
の協力などを模索

解決するためには，様々な方法がある

・・・・・



自主防災組織について

〇前期高齢者（65〜75歳）の取り込み
・企業等の勤めが終わり，少し余裕が出てきた方に自主防災組織への積極的な参
加を促す．

・参加は，渋る可能性は高いが，自分が後期高齢者になり，支援（助けられる
側）が必要となった時から自主防災組織に参加しても遅い．自分が動けるうち
に自主防災組織の仕組みを知ることが重要．

〇組織連携や企業等の協力などを模索
・自治会や町内会単位で自主防災組織を作っていることがほとんどあるが，住民
が少ない地域では人員不足となり，組織運営ができないこともある．そのため，
複数の自治会や町内会が連携し，大きな自主防災組織を結成する．また，地域
の企業等と連携も考えることが必要．



自主防災組織について

〇最小限の人員でなんとかする
・最小限の人数で対応するためには，自主防災組織の体制や運営の計画，災害時
対応マニュアル等をしっかり整備する必要性がある．

・また，「組織連携や企業等の協力」を考える場合にも，役割の明確化など，文
章化する必要性がある．

それらをまとめるものとして「地区防災計画」がある．



地区防災計画について

内閣府防災：https://www.bousai.go.jp/kyoiku/chikubousai/index.html



地区防災計画について

内閣府防災：https://www.bousai.go.jp/kyoiku/chikubousai/index.html



地区防災計画について

内閣府防災：https://www.bousai.go.jp/kyoiku/chikubousai/index.html

地区防災計画は地区の特性に応じて、自由な内容で計画を作成することが可能です。法律上、防災訓練、物資
及び資材の備蓄、地区居住者等の相互の支援が例示されています。地区の過去の災害事例を踏まえ、想定され
る災害について検討を行い、活動主体の目的やレベルにあわせて、地区の特性に応じた項目を計画に盛り込む
ことが重要です．

①平常時 ②発災直前 ③災害時 ④復旧・復興期

・防災訓練、避難訓練（情報収
集・共有・伝達訓練を含む）
・活動体制の整備
・連絡体制の整備
・防災マップ作成
・避難路の確認
・指定緊急避難場所、指定避難
所等の確認
・要配慮者の保護等地域で大切
なことの整理
・食料等の備蓄
・救助技術の取得
・防災教育等の普及啓発活動

・情報収集・共有・伝達
・連絡体制の整備
・状況把握(見回り・住民の所
在確認等）
・防災気象情報の確認
・避難

・身の安全の確保
・出火防止、初期消火
・住民間の助け合い
・救出及び救助
・率先避難、避難誘導、避難の
支援
・情報収集・共有・伝達
・物資の仕分け・炊き出し
・避難所運営、在宅避難者への
支援

・被災者に対する地域コミュニ
ティ全体での支援
・行政関係者、学識経験者等が
連携し、地域の理解を得て速や
かな復旧・復興活動を促進

消防団、各種地域団体、ボランティア等との連携



地区防災計画の策定で重要なこと

自主防災組織

防災指導員 市役所 防災関係団体

市役所には，様々なスペ
シャリストがいる
・元自衛隊職員
・元消防署職員
・災害派遣経験職員

・消防団
・消防署
・警察
・社会福祉協議会など

アドバイス・支援

相談支援
相談・アドバイス

東北大災害研

複雑な問題があれば，
サポートします！！



【参考資料】
東北地方を襲ったこれまでの地震と

今後予測される大災害



https://www.data.jma.go.jp/eqev/data/higai/higai1996-new.html

日本付近で発生した主な被害地震

平成28年（2016年）以降平成8年（1996年）
〜平成17年（2005年）

平成18年（2006年）
〜平成27年（2015年）



いわき市における過去の地震・津波災害について

記録誌「いわき市・東日本大震災の10年－ふるさとの復旧・復興・創生を未来に紡いで」（令和3年3月発行）
https://www.city.iwaki.lg.jp/www/contents/1615278654041/index.html



いわき市における過去の地震・津波災害について



1677年延宝房総沖地震について

都司 嘉宣：延宝5年(1677)房総沖地震津波の経
験は元禄16年(1703)関東地震の津波死者を減ら
すのに役立ったか?，津波工学研究報告(32), 
221-229, 2015-09



磐城御領内大風雨大波洪水之節覚書（ 1677年延宝房総沖地震）

磐城平城文献等調査報告書
https://www.city.iwaki.lg.jp/www/contents/1646901654494/index.html

小名浜，永崎，中之作，
薄磯，四倉，江之網で
流失330軒



江名、豊間両浦で
218 軒が流失

磐城平城文献等調査報告書
https://www.city.iwaki.lg.jp/www/contents/1646901654494/index.html

磐城御領内大風雨大波洪水之節覚書（ 1677年延宝房総沖地震）



内藤家文書「慶天抜書」 （ 1677年延宝房総沖地震）

安田 容子，蝦名 裕一，今井 健太郎，仙台藩を中心とした地域における延宝五年
(1677)に発生した二つの津波の被害記録，歴史地震 (30), 129-138, 2015



1923年関東大震災

小名浜測候所で，
旧震度階の震度5の強震を観測．

https://www.data.jma.go.jp/eqev/data/1923_09_01_kantoujishin/data.html
https://www.data.jma.go.jp/svd/eqev/data/study-panel/shindo-kentokai/kentokai2/ken2-2-2.pdf

・平町の品川白煉瓦平工場では煙突が一部崩壊．
・各商店では陳列棚から商品が落ち，尼子橋にもヒビ



1938年福島県東方沖地震（群発地震，別名：塩屋崎沖地震）

羽鳥徳太郎、「1938年福島沖群発地震による津波の発生機構」 地震 第2輯 1976年 29巻 2号 p.179-190
鷺坂淸信・伊藤博，昭和13年11月福島縣東方沖地震津浪の調査，驗震時報第10巻 pp.546-558

地震発生時刻 最大波観測
時刻

小名浜観
測所

11月5日17時43分 19時03分 107cm

11月6日17時54分 18時50分 38cm

11月7日6時39分 7時35分 50cm

11月14日7時31分 8時32分 71cm

11月22日10時14分 11時19分 28cm

群発地震で毎回津波が発生
した珍しい地震



1938年福島県東方沖地震（群発地震）

竹花峰夫・副田勝利，昭和13年5月23日福島縣鹽屋崎沖地震踏査報告，驗震時報第10巻 pp.303-309

1938年5月23日福島県塩屋崎沖地震



津波ハザードマップについて

令和４年８月31日
福島県が津波浸水想定の見直し
が行われた．

令和4年8月31日公表
対象津波モデル：4モデル
(1)東北地方太平洋沖地震津波、
(2) 房総沖を波源とする津波
(3) 日本海溝の地震に起因する津波
(4) 千島海溝の地震に起因する津波 
地盤条件：令和2年度末

平成31年3月20日公表
対象津波モデル：2モデル
(1)東北地方太平洋沖地震津波、
(2) 房総沖を波源とする津波
地盤条件：平成30年度末

https://www.city.iwaki.lg.jp/www/contents/100100000
3871/index.html



津波ハザードマップの4つの地震モデル

https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/41045a/tsunami-shinsuisoutei.html



津波ハザードマップは，4つの地震モデルの最大値を取っている

https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/41045a/tsunami-shinsuisoutei.html



https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/41045a/tsunami-shinsuisoutei.html

津波ハザードマップは，4つの地震モデルの最大値を取っている

最も浸水面積が大きいのは，内閣府モデル（想定東日本大震災）となる



津波ハザードマップについて（注意点）

https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/41045a/tsunami-shinsuisoutei.html



津波ハザードマップについて（注意点）

https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/41045a/tsunami-shinsuisoutei.html

内閣府
モデル

茨城県
モデル

久ノ浜海岸 15.3m 14.6m

四倉海岸・平海岸① 12.6m 11.6m

平海岸②・磐城海岸① 12.6m 13.6m

磐城海岸② 10.5m 17.0m

勿来海岸 10.8m 11.3m

表 最大遡上高

久ノ浜の場合は，内閣府モデルの
最大遡上高を使用

勿来の場合は，茨城モデルの最大
遡上高を使用



津波ハザードマップについて（注意点）

https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/41045a/tsunami-shinsuisoutei.html

影響開始時間 第一波到達

内閣府
モデル

茨城県
モデル

内閣府
モデル

茨城県
モデル

久ノ浜海岸 15分 28分 33分 39分

四倉海岸・平海岸① 14分 25分 30分 36分

平海岸②・磐城海岸① 18分 23分 27分 34分

磐城海岸② 20分 24分 28分 35分

勿来海岸 27分 28分 35分 41分

表 津波の到達時間

基本は，短い時間の方をハザー
ドマップに掲載している．安全
側を見るため．



いわき市で警戒すべき地震と発生確率



想定東北地方太平洋沖地震での建物被災

液状化 揺れ 急傾斜地 津波 火災

全壊 1,621 1,922 41 2,090 -

半壊 7,466 12,066 88 4,902 -

焼失 - - - - 1,126

建物被害(想定東北地方太平洋沖地震，冬 18 時)(単位:棟):風速 8m/s

冬5時 冬18時

建物
倒壊

急傾斜
地崩壊

津波 火災
建物
倒壊

急傾斜
地崩壊

津波 火災

死者 123 4 521 0 92 3 518 30

負傷者 2,415 5 129 0 1,745 4 125 505

重傷者 186 3 66 0 137 2 64 20



想定東北地方太平洋沖地震での上水道の復旧時間

参考文献：Nojima, N. and Kato, H.: Modification and Validation of an Assessment Model of Post-
Earthquake Lifeline Serviceability Based on the Great East Japan Earthquake Disaster, Journal of 
Disaster Research, Vol.9, No.2, pp.108-120, 2014.

供
給
率

地震後の経過日数

震度7の場合
50日後に7割の上水
道が回復する



想定東北地方太平洋沖地震での建物被災

被災1日後 被災1週間後 被災1ヶ月後

総数 59,809 42,274 70,075

避難所 39,100 25,342 21,023

避難所外 20,709 16,931 49,053

建物被害(想定東北地方太平洋沖地震，冬 18 時)(単位:人)



東北大学災害科学国際研究所

ご静聴ありがとうございました．
shibayama@irides.tohoku.ac.jp
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